
 
 
 
 
 

異常気象？大災害！   
 ８月の広島の集中豪雨による土砂災害、９月の御嶽山の噴火による災害と多数の死傷者がでる

大災害が続きました。また、１０月には、１８号、１９号と続けざまの大型台風の上陸と、改め

て、世界に類を見ない災害の多い国、国土である事を感じさせられました。 

また、記憶に新しい所では、デング熱の発生でしょうか？本来熱帯地方に生息するはずのネッ

タイシマカが、温暖化の影響化で日本に生息出来るようになってしまったようです。これからの

夏は、蚊に刺されたら大騒ぎとなってしまのうでしょうか？ 

台風の大型化も含めて、日本の熱帯化、地球全ての温暖化を

示唆しているように感じられます。 

さて、嬉しい話題として、ノーベル物理学賞の日本人３名の

受賞ではないでしょうか？青色発光ダイオード（ＬＥＤ）の開

発がその受賞の理由ですが、まさに、温暖化が問題視される現

在、ＬＥＤは省電力、長寿命のまさに、夢の照明。それを日本

人の３名が受賞した事は、誇らしく、元気付けられた方も多か

ったと思われます。 

最近の太陽光業界の大きな話題としては「九電ショック」（※次頁参照）があげられます。九

電ショックとは、九州電力の突然の再生可能エネルギーの買取保留の発表の事です。その後、北

海道電力、東北電力 etcと同様の発表し、その杜撰な計画を露呈してしまったようです。 

全量買取制度スタート時からの問題は兎も角、２年以上が経過した現在、早めのアナウンスと

様々な猶予期間が必要なのではないでしょうか？突然の発表では、問題を大きくするばかりです。

そして、今一番進める事は、申請と実態の乖離を調査し、その実態を把握する事ではないでしょ

うか？更にこの制度を中長期的にどのように進めるのか、ヴィジョンをしめす事が重要なのでは

ないかと考えます。 

そしてスマートメーターの前倒しを進んで行く中で、東日本大震災を経験した日本は、災害対

策としてばかりではない蓄電池の普及が加速的に増えていくのではないでしょうか？ 

その先取りではないでしょうが「定置用リチウムイオ

ン蓄電池導入支援事業」が始まっておりましたが、あっ

と言う間に予算消化されてしまった状況です。 

シャープさんでは蓄電池と太陽電池の一体の 4.2kW パ

ワーコンディショナの販売開始いたしました。特に今回

は、パワーコンディショナ、蓄電池に 10 年の保証が付くと言うものです。今号で展示会のお知

らせがありますので、是非ご参加下さい。今後、蓄電池の設置は各施設、ご家庭のスマートメー

ター化、エネルギーの制御・コントロールの第一歩となっていく事でしょう。 

最後になりますが、広島の集中豪雨による土砂災害。御嶽山の噴火による災害。被災地、被災

者の方々が、少しでも早くこれまでの生活が取り戻せるよう祈っております。 

（文章：高橋義則） 
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【九電ショック】 
１１月１日現在、北海道、東北、四国、九州、沖縄の 5電力会社が、再エネ発電設備に対する

新規接続契約を一時的に停止しています。（家庭用の太陽光[10kW 未満]は保留対象外）。発端

になったのは九州電力で、９月２４日、既存及び新規の接続回答を数カ月間保留すると発表しま

した。理由は予想を超える接続申し込み量で、現在までの申し込み分がすべて接続された場合、

太陽光・風力の接続量は約１，２６０万 kW に達し、冷暖房の少ない春や秋の晴天時には、消費

電力を上回ることになってしまいます。このままでは、電力の需給バランスが崩れ、安定供給が

困難な事態が起こり得ると判断し、そのため九州電力は一時保留することを決め、他の電力会社

（東京、中部、関西、中国を除く）がそれに続いたようです。特に、九州電力の場合は、新規の

みならず、すでに申請済みの案件も保留の対象とした為、建設準備中の事業者、業者も多数あり、

その影響は多大なものとなり「九電ショック」と言われる衝撃が走りました。その後こうした

問題をうけ、経済産業省では年内を目途に委員会を重ね方針の策定を急いでいるようです。 

２０１２年７月より始まった「全量買取制度」＝固定価格買取制特措法は、想像を超えるス

ピード拡大し、反面、申請に反し、メガソーラーなど多くの大型発電所が実際に稼動していない

のも実状のようです。しかし、書類の上とは言え、予想を超える案件が積み上がっているのも事

実なのでしょう。また、再生可能エネルギーの中で、太陽光に偏在しているのも問題などでしょ

う。 

 

大きな流れとして、は電力の自由化をふまえ年内に今後の太陽光発電の買取制度について方向

性が定まるのでしょうが、大きな流れとして、はスマートメーターの普及を見込み、電力の受給

バランスを制御、管理する太陽光発電と蓄電池の併用などが図られるのではないでしょうか？ 

いずれにしても、国の今後の中長期のエネルギー政策のヴィジョンを早く示して欲しいもので

す。 



【リプレース】 パワーコンディショナ、蓄電池は如何ですか？ 

 シャープ主催「大感謝お披露目市」と称しました新製品の発表展示会がございます。太陽光

発電システムの他に、蓄電池や HEMS、そして省エネ家電、健康家電、４K アクオスもござい

ます。台数限定、開催中２日間限定の大特価商品あり、ステージショーあり、来場記念品やご成

約記念品もありの盛りだくさんな展示会となっています。 
もちろん太陽光、蓄電池に関するご相談もお受けします！ご興味のある方はもちろんそうでな

い方も、今話題の家電商品の実演セミナーもございますので、是非ご来場下さい。 
 
日時：１１月２９日（土）午前１０時～午後５時 
     月３０日（日）午前１０時～午後５時 
場所：さいか屋横須賀店 ６階特設会場 
   神奈川県横須賀市大滝町 1-13 
 
ご来場希望の方は、メール(ecolife@skytech.co.jp)または FAX(045-933-2721)にて、お名前と

参加人数、参加日をご連絡お願い致します。 
 

※申し訳ありませんが、駐車券のご用意がございません。休日の為混雑も予想されます。公共交

通機関のご利用をお勧めいたします。 
 

地鎮祭！ 
太陽光発電＝屋根の上に作るもの。住宅を始め様々な建

物に関わらせて頂き、建築会社さん、工務店さんの上棟式

に、出席させて頂く機会は多々あるのですが、地鎮祭に出

席させて頂く機会はなかなかありません。 
今回、３年ほど前に埼玉県松伏町の学校法人ゆたか会ゆ

たか保育園太陽光発電を設置させて頂いたご縁で、新たに、

新築される伊奈町ゆたか保育園さんの地鎮祭に出席させ

て頂きました。厳粛な中にも、発注者さん、建築屋さんそ

れぞれが、気配りのある大変温かみのある式典でした。「は

りのある力強い声の宮司さんの祝詞」に驚きました。 
設備概要は、約 30kw の太陽電池を設計の葉山建築設計、施工の丸和工業㈱さんの建設する建

物の切妻屋根の南面一面に設置するものです。 
 

【イベント報告】京急不動産 
前回のイベント好評につき、京急不動産のイベントに参加さ

せて頂きました。住宅に関わる様々なメーカー、業者の参加し

たにぎやかな２日間でした。会場には、本物の京急バスや大型

の展示車が並んでいました。 

 



【イベント報告】第 16 回ゆめ観音アジアフェスティバル in 大船 
今年で開催 16 回目を迎えました。先の戦争や原爆の惨禍の記憶す

るとともに、3.11 東日本大震災から 3 年半被災地へ思いをはせる。

また、アジア各国との交流を深めるイベントとなっています。 
「16 回と回を重ね地域に定着したイベントとなっており、会場で

はアジア各国の舞踊や展示がされています。中国、韓国との関係悪

化など不穏なアジア情勢の時だからこそ、このような民間の様々な

交流が大切なのだと思います。」 
 

【2015 年カレンダープレゼント】「世界の風景」カレンダープレゼント！ 

今年も世界 12 カ国の素敵な風景で構成された 2015 年度のカレンダーを、エコライフ通信を

ご愛読頂いている皆様からご希望の方にプレゼント致します。 
カレンダーをご希望される方はタイトルを「カレンダー希望」として、 

①お名前   ②ご住所（お届け先） 
を記載の上、 ecolife@skytech.co.jp  までメールにて、 

ご連絡お願い致します。 
2014 年度内にはお手元にお届けできるようお手配させていただきます。 
カレンダーの数には限りがございますお早めのご連絡をお待ちしてお

ります。                        （漆原） 

◎ 今後、本通信を定期的に皆様に送付させて頂きますが、本通信のご不要の方はご連絡ください。 
◎ ご意見、ご質問や情報の掲載を希望される方は是非ご連絡ください。 
◎ 設置宅紹介コーナーは、今後も続けていきますので皆様のご協力をお願いします。 

【エコライフ通信のメール配信化をめざして】 

エコライフ通信は、インターネットによる電子メール（e‐mail）化を目指します。これは、

情報処理化やペーパーレスを目的としています。順次、色々な情報を配信していきたいと思

いますので、よろしければメールアドレスを教えて頂ければと思います。もちろん、メール

アドレスがない方は今まで通りの郵送とします。（電子メール版は、フルカラーです。） 

メールアドレスの連絡先  ecolife@skytech.co.jp 
※携帯電話の方は、ご遠慮下さい。※メールアドレスは弊社内のみにて使用致します。 
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今年も参加させて頂きました。 
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